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さ
れ
た
。

　
庶
務
（
園
中
和
子
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
会
則

の
変
更
（
理
事
の
人
数
を
二
五
か
ら
三
五
に
変
更
、

庶
務
委
員
の
設
置
に
つ
い
て
記
載
を
追
加
）
に
つ

い
て
提
案
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。
会
員
数
・
史

林
送
付
数
の
動
向
、
役
員
の
交
代
、
名
簿
の
発

行
・
発
送
、
事
務
局
の
捌
新
な
ど
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
七
年
四
月
二
～
日

（
土
）
の
例
会
開
催
（
テ
ー
マ
「
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
」
）
が
案
内
さ
れ
た
。

　
編
集
（
杉
山
正
明
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
『
史

林
漏
が
順
調
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
二
〇
〇

六
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
「
国
境
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
の
例
会
の
発
表
と
討
論

が
九
〇
巻
一
号
の
特
集
号
に
ま
と
め
ら
れ
る
予
定

で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　
会
計
（
吉
川
真
司
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
二
〇

〇
五
年
度
決
算
報
告
、
お
よ
び
二
〇
〇
六
年
度
予

算
案
が
提
案
さ
れ
、
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　
広
報
に
つ
い
て
は
、
吉
井
秀
夫
常
務
理
事
（
海

外
出
張
中
）
に
代
わ
り
、
吉
川
真
司
常
務
理
事
か

ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用
や
例
会
・
大
会
ポ
ス

タ
ー
の
作
成
・
発
送
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
引
き
つ
づ
き
、
公
開
講
演
が
行
な
わ
れ

た
。
講
演
は
次
の
二
本
で
あ
っ
た
。

　
服
部
　
良
久
氏

　
「
中
・
近
世
農
村
社
会
に
お
け
る
紛
争
と

　
　
　
　
紛
争
解
決
　
　
日
・
欧
の
比
較
　
　
」

　
久
武
　
哲
也
氏

　
「
環
境
史
研
究
と
歴
史
地
理
学

　
　
I
l
」
森
林
水
源
澗
渇
論
を
め
ぐ
っ
て
一
」

講
演
者
紹
介
と
討
論
司
会
は
、
南
川
高
志
理
事
と

金
田
章
裕
理
事
長
が
つ
と
め
た
。
講
演
内
容
は
本

号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
と
も
に
斬
新
な
着
眼

に
よ
る
意
欲
的
な
研
究
報
告
で
あ
っ
た
。
聴
衆
の

関
心
も
高
く
、
討
論
が
活
発
に
行
な
わ
れ
た
。

　
公
開
講
演
の
の
ち
、
泉
長
良
理
事
が
閉
会
の
辞

を
述
べ
た
。
大
会
終
了
後
、
今
年
度
か
ら
の
企
画

と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
な
立
食
形
式
の
懇
親
会
が
開

か
れ
、
学
生
・
院
生
を
含
む
大
勢
の
会
員
の
参
加

が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
・
田
中
和
子
）

受
　
贈
　
誌

（
二
〇
〇
⊥
丁
年
轟
ハ
門
月
二
九
日
～

　
二
〇
〇
七
年
一
月
九
日
）

神
道
宗
教
（
神
道
宗
教
学
会
）
二
〇
一
～
二
〇
二

人
文
学
報
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
　
九

　
　
二

人
文
研
究
（
小
樽
商
科
大
学
）
＝
二

人
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
五
八
…
五

成
大
歴
史
学
報
（
国
立
成
功
大
学
歴
史
学
系
）
三

　
〇

政
治
経
済
史
学
（
日
本
型
治
経
済
史
学
研
究
所
）

　
四
七
三
～
四
八
四

摂
大
人
文
科
学
（
摂
南
大
学
外
国
語
学
部
）
一
四

専
修
史
学
（
専
修
大
学
歴
史
学
会
）
四
一

中
央
研
究
院
　
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
（
中
央
研

　
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
）
七
七
一
二
～
四

長
野
県
立
歴
史
館
た
よ
り
（
長
野
県
立
雛
史
興
）

　
四
八
～
四
九

東
方
警
報
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
京
都

　
七
八

東
方
學
會
報
（
東
方
学
会
）
九
一

東
洋
史
研
究
（
東
洋
史
研
究
会
）
六
五
一
二

東
洋
學
報
（
東
洋
文
庫
）
八
七
1
四
～
八
八
⊥
二
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栃
木
県
立
文
書
館
だ
よ
り
（
栃
木
県
立
文
書
館
）

　
四
〇

日
本
学
刊
一
〉
勺
〉
六
国
ω
国
ω
6
¢
u
H
国
ω
（
中
国
社

　
会
科
学
院
日
本
研
究
所
平
戸
日
本
学
会
）
二
〇

　
〇
六
一
四
～
五

日
本
瀞
ナ
士
院
紀
要
（
ロ
上
本
学
士
院
）
⊥
ハ
一
－
一

日
本
研
究
　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

　
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）
三
三

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
五
三
〇
～
五
三

　
三

日
本
民
俗
学
（
日
本
民
俗
学
会
）
二
四
八

福
建
師
範
大
學
学
報
哲
学
社
会
科
学
版
（
福
建
師

　
範
大
學
図
書
館
）
一
三
〇
～
＝
諜
五

文
化
（
東
北
大
学
文
学
会
）
六
九
－
三
・
四

文
化
史
學
（
文
化
史
学
会
）
六
二

詣
V
一
A
叩
館
産
業
社
ム
耳
紘
醐
薙
果
　
（
山
V
一
A
叩
館
産
業
社
△
瓜
泌
十

　
会
）
四
二
～
二

立
命
館
史
學
（
立
命
館
史
学
会
）
二
七

立
命
館
文
学
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
）
五
九
六

会

告

本
号
は
定
価
二
〇
〇
〇
円
で
す
が
、

格
は
一
二
〇
〇
円
に
致
し
ま
す
。

会
員
三

編
　
集
　
後
　
記

　
史
学
研
究
会
で
は
、
二
〇
〇
六
年
四
月
二
二
日
、

久
々
の
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
例
会

で
は
、
「
国
境
扁
を
共
通
テ
ー
マ
と
し
て
、
考
古

学
・
東
洋
史
・
西
南
ア
ジ
ア
史
・
西
洋
史
・
日
本

史
・
現
代
史
・
地
理
学
と
い
う
各
専
攻
分
野
か
ら

七
二
の
論
者
が
研
究
報
告
を
行
っ
た
後
、
二
名
の

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
に

対
し
て
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
、
報
告
後
の
質
疑

応
答
と
最
後
の
総
合
討
論
を
含
め
、
活
発
な
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
号
は
、
こ
の
例
会
当
日
に

な
さ
れ
た
報
告
と
コ
メ
ン
ト
を
も
と
に
、
各
著
者

が
ま
と
め
な
お
し
た
七
本
の
論
説
と
二
本
の
コ
メ

ン
ト
を
掲
載
し
て
、
「
特
集
　
国
境
」
と
い
た
し

ま
し
た
。
歴
史
上
の
多
様
な
「
国
境
」
に
つ
い
て

再
考
す
る
契
機
と
な
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
歴
史
学
に
お
け
る
普
逓
的
な
共
通

テ
ー
マ
を
選
ん
で
、
諸
分
野
の
研
究
者
が
研
究
成

果
を
報
告
し
、
専
門
領
域
を
乗
り
越
え
て
相
互
の

理
解
と
議
論
を
深
め
、
ひ
ろ
や
か
な
視
野
を
共
有

し
な
が
ら
、
改
め
て
歴
史
学
の
重
要
な
問
題
を
考

え
な
お
し
て
み
た
い
と
い
う
今
回
の
新
し
い
試
み

は
、
地
域
・
時
代
を
問
わ
ず
多
様
な
歴
史
研
究
の

最
新
成
果
を
発
表
す
る
場
で
あ
り
ま
す
弊
誌
な
れ

ば
こ
そ
の
企
画
と
し
て
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
次
第
で
、

次
頁
に
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
本
年

四
月
二
一
日
、
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
扁
と
い
う
共
通

テ
ー
マ
で
、
前
年
に
引
き
続
き
例
会
を
開
催
す
る

こ
と
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
歴
史
研
究
に
関
心

を
寄
せ
る
多
数
の
方
々
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待

ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
、
（
古
）

命
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
　
プ
曾
ミ
妻
く
ω
。
p
己
一
■
p
。
．
㎞
で
＼
。
。
平
ぎ
仙
Φ
×
．
欝
欝

本
誌
に
は
独
立
行
政
法
入
日
本
学
術
振
興
会

平
成
～
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究

成
果
公
開
促
進
費
）
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

二。。

B。

g
三
三
三
三
定
価
［
δ
○
○
円

由
X
　
　
林
　
　
嬬
二
九
〇
巻
口
叩
一
山
万
（
通
巻
第
四
白
目
一
口
写
）

　
　
　
京
都
布
左
京
区
吉
田
本
町
京
都
大
学
文
学
部
内

　
　
　
　
　
院
A
驕
（
〇
七
眠
）
七
五
三
－
毛
八
七

発
行
人

印
刷
所

懸史

畷
　○学

金δ

蕾研
　？
章璽究

　五

繍会

　
　
　
　
京
都
市
南
区
上
鳥
羽
三
田
二
九

中
村
印
刷
株
式
会
社
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史
学
研
究
会
例
会
の
お
知
ら
せ

左
記
の
通
り
、
史
学
研
究
会
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数
ご
来
会
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

日
時
　
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）
四
月
二
一
日
（
土
）

場
所
　
京
都
大
学
文
学
部
新
館
　
第
三
講
義
室

テ
ー
マ
　
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」

開
会
の
挨
拶
　
　
金
田
　
章
裕

《
午
前
の
部
》

　
　
1
．
松
井

　
　
2
．
河
野

　
　
3
．
堀

　
　
4
．
井
谷

《
午
後
の
部
》

　
　
5
．
竹
中

　
　
6
．
中
村

　
　
7
．
滝
波

　
　
8
。
浜
井

九
時
三
〇
分
～
一
二
時
三
日
分

　
三
時
三
〇
分
～
一
八
時

嘉
徳
「
は
じ
ま
り
の
記
憶
一
銘
文
・
詩
の
な
か
の
祖
考
た
ち
i
」

一
隆
「
倭
王
権
か
ら
倭
国
へ
1
世
界
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
古
墳
文
化
1
」

　
裕
「
平
安
時
代
の
御
願
寺
と
天
皇
」

鋼
造
「
歴
史
的
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
碑
文
が
語
る
も
の
一
西
ア
ジ
ア
の
場
合
1
」

幸
史
「
ル
ー
ア
ン
に
お
け
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
騎
馬
像
」

武
司
「
ネ
ル
ソ
ン
の
国
葬
ー
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
大
聖
堂
に
お
け
る
軍
事
顕
彰
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
ー
」

章
弘
「
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
と
カ
ウ
ン
タ
ー
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」

和
史
「
戦
没
者
慰
霊
と
日
本
外
交
一
外
務
省
記
録
に
見
る
慰
霊
碑
建
立
の
諸
椙
1
」

総
合
討
論

　
　
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

　
司
　
　
会

総
合
司
会

田
中

　
杉
本
　
淑
彦

　
西
山
　
良
平

　
杉
山
　
正
明

和
子
　
　
司
会

（
午
前
）
　
吉
川
　
真
司
　
　
司
会
（
午
後
）
　
吉
井

な
お
、
例
会
終
了
後
、
懇
親
会
（
無
料
）
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
門
東
洋
史
】

　
　
　
【
考
古
学
】

　
　
　
【
日
本
史
】

門
西
南
ア
ジ
ア
史
】

　
　
【
西
洋
史
】

門
二
十
世
紀
学
】

　
　
【
地
理
学
】

　
　
門
現
代
史
】

秀
夫（

報
告
題
目
は
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
）

史
　
学
　
研
　
究
　
会
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